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Development of medical Brain—Machine Interface system
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	２．研究開発内容及び成果
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み
	今後は、mBMIを活用しPD症状を改善方向へ導く刺激パラメータを更に探索することで、頑健性を高めたい。それには、マウス・ラットだけではなく、霊長類に属するマーモセットなども対象とした実証実験が不可欠だと考えている。そのためには、そのような実証実験を通して、本開発技術システムの汎用性を高める必要があると考えている。本研究開発を通して得られた知見は、パーキンソン病などの神経変性疾患を改善するために臨床活用されているDBSや、経頭蓋磁気刺激法などにも転用できるため、今後は、慢性疼痛、強迫性障害などの症状...
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